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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
平均粒径０．５～６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４～０．４９の無機発泡軽石と、セ
メントと、水とを主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平均粒径０．１
～１μｍの非晶質シリカを含ませることができる電波吸収体用組成物であって、ゆるみ見
掛比重に基づく容積倍においてセメントに対して無機発泡軽石を８．５～１５．８容積倍
と、セメント１００重量部に対して水４８～１６３重量部、電波吸収材を０～２３５重量
部、高性能減水剤０～５重量部及び非晶質シリカ０～１６重量部で配合されていることを
特徴とする電波吸収体用組成物。
【請求項２】
平均粒径０．３～１０ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９～１．７の火山噴出物と、セメント
と、水とを主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平均粒径０．１～１μ
ｍの非晶質シリカを含ませることができる電波吸収体用組成物であって、セメント１００
重量部に対して火山噴出物を３０３～８７４重量部、水３２～８４重量部、電波吸収材を
０～１１８重量部、高性能減水剤０～２．６重量部及び非晶質シリカ０～１６重量部で配
合されていることを特徴とする電波吸収体用組成物。
【請求項３】
請求項１または２に記載の電波吸収体用組成物を用いてなる電波吸収体。
【請求項４】
請求項１または２に記載の電波吸収体用組成物を混合し、攪拌し、ゼロスランプ状態の材
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料を作製し、任意の型枠内に充填し、次いで、これを１０～１１０ｋｇｆ／ｃｍ２の圧力
で成形加工する電波吸収体の製造方法。
【請求項５】
請求項１または２に記載の電波吸収体用組成物を混合し、攪拌し、ゼロスランプ状態の材
料を作製し、その材料を製造する場所に敷き均し、その表面を、転圧機を用いて締め固め
る電波吸収体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、不燃性に優れ、軽量で耐久性に優れた電波吸収体を形成するための組成物およ
びこの組成物を用いた電波吸収体の製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電波吸収体の利用分野として、電波暗室の内壁材や高速道路の自動料金収受システム（Ｅ
ＴＣ）の通信エラー防止用パネル等があり、優れた電波吸収特性を有するとともに不燃性
に優れ、有毒ガスが発生せず、軽量で高い耐久性があることが求められている。
【０００３】
特開平８－８５７６では、電波吸収体の構成材料として、第００１８段落に「請求項１は
、セメントと軽量骨材と合成樹脂エマルションと炭素繊維と有機マイクロバルーンとで構
成したものである」と明記している。
【０００４】
特開２０００－３５３８９３では、電波吸収体の構成材料の粒子径として、第００１３段
落に「平均粒径５００μｍ以上の中空ガラス球状体を用いた場合は、成形は可能であった
が、強度が弱く、表面形状も粗くなるので、欠損し易いことから、電波吸収体としては不
適であった。」と明記している。
【０００５】
特許番号第２７４３２２７号では、電波吸収体の空隙状態の特徴として第０００５段落に
「本発明は多数の独立気泡性の無機粒子が、カーボンブラック微粉末を分散含有した耐熱
性結合剤によって集積結合された成形体であって」と明記している。また次の段落には組
成物として「独立気泡性の無機粒子としては、ガラスビーズ、シラスバルーン、黒曜石パ
ーライト等の平均粒子径が１．５～４．５ｍｍのものが用いられ、特に黒曜石パーライト
が入手容易で工業的に有利である。また、耐熱性結合剤としては水ガラス系又はシリカア
ルミナ系の無機質接着剤、特に水ガラス系無機質接着剤が好ましく用いられる。」と明記
している。
【０００６】
特開２０００－８２８９２では、電波吸収体の特徴として第０００８段落に「電波吸収成
形体と、該電波吸収成形体の少なくとも一部に一体的に接合された不燃性層とを備え」と
明記している。
【０００７】
特開２００１－１６４１２４では、電波吸収体の組成物として、第００１５段落に「合成
樹脂に、磁性材料、無機材料、炭素系材料の少なくとも１種以上を２５～９５体積％均一
分散含有した複合材からなり」と明記している。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、無機発泡軽石や火山噴出物、セメント、電波吸収材等の無機材料のみを用いる
ことで、不燃性に優れ、軽量で耐久性に優れた電波吸収体用組成物およびこの組成物を用
いた電波吸収体の製造方法や施工方法を提供することを課題としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
平均粒径０．５～６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４～０．４９の無機発泡軽石と、セ
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メントと、水を主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平均粒径０．１～
１μｍの非晶質シリカを含ませることができる電波吸収体用組成物や、平均粒径０．３～
１０ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９～１．７の火山噴出物と、セメントと、水を主成分と
し、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカを
含ませることができる電波吸収体用組成物と、それらを用いた電波吸収体の製造方法や施
工方法を提供するものであり、電波吸収体の製造時において、従来技術では排出されるア
ルカリ性の廃水を生じないという特徴ある発明である。下記構成の発明である。
【００１０】
電波吸収体用組成物が平均粒径０．５～６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４～０．４９
の無機発泡軽石と、セメントと、水とを主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減
水剤、平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカを含ませることができるものからなり、ゆ
るみ見掛比重に基づく容積倍においてセメントに対して無機発泡軽石を８．５～１５．８
容積倍と、セメント１００重量部に対して水４８～１６３重量部、電波吸収材を０～２３
５重量部、高性能減水剤０～５重量部及び非晶質シリカ０～１６重量部で配合されている
ことを特徴とするものである。
【００１１】
電波吸収体用組成物が平均粒径０．３～１０ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９～１．７の火
山噴出物と、セメントと、水を主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平
均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカを含ませることができるものであり、セメント１０
０重量部に対して火山噴出物を３０３～８７４重量部、水３２～８４重量部、電波吸収材
を０～１１８重量部、高性能減水剤０～２．６重量部及び非晶質シリカ０～１６重量部で
配合されていることを特徴とするものである。
【００１２】
本発明による電波吸収体は、前記の電波吸収体用組成物を用いてなるものであり、比重や
強度により、天井材、壁材、塀材、床材、橋梁材、路盤材等の各種用途に用いることがで
きる。
【００１３】
電波吸収体を製造する方法が、前記の電波吸収体用組成物を混合し、攪拌し、ゼロスラン
プ状態の材料を作製し、任意の型枠内に充填し、次いで、これを１０～１１０ｋｇｆ／ｃ
ｍ２の圧力で成形加工することを特徴とするものである。
【００１４】
電波吸収体の製造方法が、前記の電波吸収体用組成物を混合し、攪拌し、ゼロスランプ状
態の材料を作製し、その材料を製造する場所に敷き均し、その表面を、転圧機を用いて締
め固めることを特徴とするものである。
電波吸収体用組成物を混合し、攪拌し、ゼロスランプ状態の材料を作製し、その材料を施
工する道路に敷き均し、その表面を、転圧機を用いて締め固める電波吸収体路盤の施工方
法も含まれる。
【００１５】
本発明における、ゆるみ見掛比重は、粉体または粉体のタッピングしない状態の単位体積
（１ｃｃ）当たりの質量（ｇ）である。
【００１６】
無機発泡軽石とは、天然軽石や焼成発泡軽石等である。
【００１７】
天然軽石とは、火山砕屑物のひとつであり、白ないし淡色のガラス質で、内部のガスの吹
き出した小さい穴が多数あり、比重の軽い石である。鹿児島県、宮崎県に多く分布するシ
ラスに含まれる軽石、大隅降下軽石（鹿児島県の大隅半島に産出する降下軽石。）、ボラ
（霧島山起源の降下軽石。宮崎県ではひゅうが土、ひゅうがボラともいう。）等と呼ばれ
ているものがある。
【００１８】
焼成発泡軽石とは、天然軽石を焼成発泡したものであり、天然軽石に比べ、より比重を小
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さくしたものである。
【００１９】
電波吸収材とは、抵抗体、誘電体、磁性体、あるいは鉄族を含む産業廃棄物や天然の鉱石
等である。たとえば、導電性フィラー、カーボン、グラファイト、炭素繊維、木炭、竹炭
、フェライト、あるいは鉄高炉の副生産物、鉄鉱石、磁鉄鉱等であり、それらを単独また
は組み合わせて使用することができる。
【００２０】
本発明における高性能減水剤は、セメントに対して分散性を良くし、水の添加量を少なく
する効果があるものである。高性能減水剤には、アルキルアリルスルホン酸塩高縮合物、
ナフタリンスルホン酸塩系、メラミンスルホン酸塩系のものである。ポリカルボン酸系お
よびポリカルボン酸エーテル化合物系の高性能ＡＥ減水剤も同様な効果があり、これらも
含む。
【００２１】
本発明における平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカとは、シリカフューム、マイクロ
シリカ、ホワイトカーボン等と呼ばれる非晶質のシリカ微粒子のことである。
【００２２】
本発明における火山噴出物とは、シラス等の火砕流堆積物または火山灰、火山れき、火山
砂、溶岩等を含む。
【００２３】
本発明におけるゼロスランプとは、まだ固まらないコンクリートのスランプ試験において
、自重による変形量が０ｃｍである状態である。
【００２４】
原材料の混合、攪拌、混練を行う装置としては、市販のモルタルミキサーでもよいが、一
般にオムニミキサーと呼ばれる装置が適している。これは、プロペラ等を用いず、短時間
で比重の異なる原料同志を容易に混合、分散できる装置であり、特に、原材料の混合時お
よび攪拌時に無機発泡軽石や天然軽石等の破砕を最小限に抑えることができるので、より
軽量の電波吸収体を製造する場合に適している。
【００２５】
本発明における成形加工として、１０ｋｇｆ／ｃｍ２から１１０ｋｇｆ／ｃｍ２の加圧が
できる、金型として、平板状、ピラミッド状等任意の形状の型枠をセットできる成形加工
機を用いる。
【００２６】
電波吸収路盤とは、電波吸収特性を有する、道路表面を構成する基盤である。
【００２７】
本発明における転圧機とは、ローラー、振動型ローラー、プレートコンバクター等を含む
。
【００２８】
本発明は、平均粒径０．５～６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４～０．４９の無機発泡
軽石と、セメントと、水を主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平均粒
径０．１～１μｍの非晶質シリカを含ませることができる電波吸収体用組成物でゆるみ見
掛比重に基づく容積倍においてセメントに対して無機発泡軽石を８．５～１５．８容積倍
と、セメント１００重量部に対して水４８～１６３重量部、電波吸収材を０～２３５重量
部、高性能減水剤０～５重量部及び非晶質シリカ０～１６重量部で配合されていることを
特徴とする電波吸収体用組成物や、平均粒径０．３～１０ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９
～１．７の火山噴出物と、セメントと、水を主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性
能減水剤、平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカを含ませることができる電波吸収体用
組成物で、セメント１００重量部に対して火山噴出物を３０３～８７４重量部、水３２～
８４重量部、電波吸収材を０～１１８重量部、高性能減水剤０～２．６重量部及び非晶質
シリカ０～１６重量部で配合されていることを特徴とする電波吸収体用組成物をゼロスラ
ンプ状態にして、任意の型枠内に充填し、次いで、これを１０～１１０ｋｇｆ／ｃｍ２の
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圧力で成形加工する電波吸収体の製造方法や、ゼロスランプ状態の材料を、施工する場所
に敷き均し、その表面を、転圧機を用いて締め固める電波吸収体の製造方法もしくは施工
方法を提供するものである。
【００２９】
【発明の実施の形態】
無機発泡軽石、セメント、電波吸収材、高性能減水剤の選定と配合比及び配合方法、成形
加工法、電波吸収体の強度試験等を行い、検討と実験を重ねた結果、本発明を完成するに
至った。
【００３０】
無機発泡軽石である焼成発泡軽石としては、軽石流堆積物または降下軽石に含まれる軽石
またはボラを内燃式熱媒体流動床炉の排気側から流動床に供給し、９５０～１１００度で
焼成発泡して得られる平均粒径０．５～６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４～０．４９
のものを用いるが、これらに限定されるものではない。
【００３１】
不燃性に優れ、軽量で耐久性に優れた特性を持たせるために、セメント量を極力減らす方
法を検討した。
【００３２】
セメント量を少なくするには、原材料を無駄なく均一に混合、攪拌することが必要である
。オムニミキサーを用いることによって、比重の異なるセメントと無機発泡軽石等の原料
を比較的均一に混ぜることが可能である。また、成形においては、平板状または複雑形状
の成形加工が可能な成形加工機を用いることができる。
【００３３】
一般的に、水量が多くなると強度が低下する。そこで、セメント量を減らすことと同時に
水を減らすことを検討した。
【００３４】
プレス圧が１０ｋｇｆ／ｃｍ２以下と低すぎた場合、無機発泡軽石と、セメントと、水だ
けでは強度を発現し難い。また、成形圧力が１１０ｋｇｆ／ｃｍ２以上では無機発泡軽石
が破壊して崩れてしまうので、低かさ比重のものが得られないので、成形圧力は１０～１
１０ｋｇｆ／ｃｍ２が適している。
【００３５】
無機発泡軽石や非晶質シリカは、水分を吸いやすいので、水分を減らす為に必要に応じて
高性能減水剤を併用することにより添加する水分を最小限に抑えることができる。高性能
減水剤の有効な使用法として、水で希釈した水溶液として用いる方が効果的であるので、
ここでは高性能減水剤を水に溶かした水溶液を用いる。
【００３６】
ここで、無機発泡軽石、非晶質シリカ、水高性能減水剤、水とを用いる配合および成形方
法の例を述べる。
【００３７】
無機発泡軽石は吸水性が高く、水と接触させると内部に水分を取り込みやすいので、水量
を少なくするために、原材料の投入を次のように行う。無機発泡軽石、電波吸収材、セメ
ント、平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカをオムニミキサーで、５００ｒｐｍで１分
～３分間、乾式で混合と攪拌を行い、充分に無機発泡軽石や電波吸収材の粒子表面にセメ
ント、平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカをできるだけ均等に付着させる。その後に
、高性能減水剤を水に溶かした水溶液を投入する。
【００３８】
セメント量は、無機発泡軽石や電波吸収材の表面が薄くまぶされる程度にとどめ、高性能
減水剤の水溶液を無機発泡軽石や電波吸収材の表面がわずかに湿る程度（ゼロスランプ）
に抑え、５００ｒｐｍで３０秒間以下の短時間で混練を行い、乾燥する前に直ちに成形加
工することにより、セメント量を減らすことができる。
【００３９】
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高性能減水剤の水溶液を添加した後の混練時間が長くなると、例えば１分間以上になると
、無機発泡軽石が水分を吸水し続け、無機発泡軽石表面の湿ったセメントも乾燥しやすい
ので、成形加工までを素早く行うことが重要である。
【００４０】
こうした検討の結果、無機発泡軽石をセメントに対して８．５～１５．８容積倍まで増や
すことができ、少ないセメント量で所望の強度を発現することが可能となった。
【００４１】
プレス圧は、１０ｋｇｆ／ｃｍ２未満でも成形加工は可能であったが、１０ｋｇｆ／ｃｍ
２以上の加圧後でも無機発泡軽石のほとんどは破壊されることなく軽量化が図れることを
確認した。しかし、１１０ｋｇｆ／ｃｍ２以上にすると、無機発泡軽石自体が押しつぶさ
れて、かさ比重が大きくなり、強度が低下することを確認した。
【００４２】
平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカについては、セメントに対して水和反応により生
じるアルカリと反応し易く、外部に溶出するアルカリを抑制する効果があるので、必要に
応じて添加する。
【００４３】
本発明の電波吸収体組成物は、全て無機材料で構成されているため不燃性に優れ、耐熱性
に優れており、１５０度に加熱した場合でも形状変化は認められず、加熱後の電波吸収特
性も加熱前と同等の性能を確認した。耐ノイズ性試験における強電界下での電波吸収体の
発熱についても、その熱の影響を受けることなく、安定した電波吸収特性を発揮した。
【００４４】
なお、平板状、ピラミッド状、ウェッジ状、円錐状をはじめ、様々な形の型枠を用いるこ
とで任意の形状の電波吸収体を成形可能である。
また、電波吸収体の製造工程において、素材の種類や配合比の異なる電波吸収体用組成物
をゼロスランプ状態にしたものを複数種類用意し、任意の型枠内に充填する際、これらを
任意の順番に積層し、全ての充填が済んだ後で加圧成形することも可能である。
また、平板状に成形した電波吸収体をついたて状に組み合わせることも可能である。
【００４５】
降雨や、湿度変化の影響を防ぐ場合、製造時や施工後に、電波吸収体の表面に防水塗料等
を塗布することも可能である。
【００４６】
【実施例】
以下に実施例を挙げて本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるものでは
ない。
【００４７】
［実施例１］
　太平洋セメントのセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平均粒径１．１７ｍ
ｍでゆるみ見掛比重０．２４の焼成発泡軽石を２３５重量部（２３５０ｇ：１０．３容積
倍）、電波吸収材０重量部（０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１６０ｇ）を千代田技
研工業（株）製のオムニミキサーＯＭ１０型に投入して混合した後、ポゾリス物産製ポリ
カルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥをセメントに対して３重量部
（３０ｇ）と水９７重量部（９７０ｇ）を混合した水溶液を添加し、更に混合と攪拌を行
った。その後、千代田技研工業（株）製のＳＰＭ自動プレスマシンを用いて３０ｃｍ×３
０ｃｍの型枠に原材料をセットし、２０ｋｇｆ／ｃｍ２の圧力で、成形加工し３０ｃｍ×
３０ｃｍ×５．３ｃｍの電波吸収体を得た。
　アーチ法による電波吸収特性試験の結果、ＥＴＣで使用される５．８ＧＨｚ付近で約３
３ｄＢの電波吸収特性を有しており、電波吸収体として十分な特性を有していることを確
認した。
【００４８】
［実施例２］
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　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径０．５ｍｍでゆるみ見掛比重０．４の焼成発泡軽石を３５３重量部（３５２５ｇ：
９．９容積倍）、電波吸収材０重量部（０ｇ）、マイクロシリカ１６重量部（１６０ｇ）
、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを３．
６重量部（３６ｇ）、水１１６重量部（１１６４ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電
波吸収体を得て、２０ｄＢを超える良好な電波吸収特性を有することを確認した。
【００４９】
［実施例３］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（８０６ｇ）に対して、平均
粒径１．１７ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４の焼成発泡軽石を２３５重量部（１８９４ｇ
：１１．０容積倍）、電波吸収材として平均粒径４．２９ｍｍの木炭粒子１１７．５重量
部（９４７ｇ）、シリカフューム１６重量部（１２９ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン
酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを４．８重量部（３９ｇ）、水１５６
量部（１２６１ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、良好な電波吸収
特性を有することを確認した。
【００５０】
［実施例４］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径１．４ｍｍでゆるみ見掛比重０．４９の天然軽石を３８６重量部（３８６０ｇ：８
．８容積倍）、電波吸収材として平均粒径３６．６μｍのカーボン粒子５４．２重量部（
５４２ｇ）、ホワイトカーボン０重量部（０ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテ
ル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２．２重量部（２２ｇ）、水７０重量部（６
９８ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、良好な電波吸収特性を有す
ることを確認した。
【００５１】
［実施例５］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（８０６ｇ）に対して、平均
粒径６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．４３の天然軽石を３７２重量部（３０００ｇ：９．
７容積倍）、電波吸収材として平均粒径５．２ｍｍの竹炭粒子１１７重量部（９４７ｇ）
、シリカフューム１６重量部（１２９ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系化
合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを０重量部（０ｇ）、水４８重量部（３８８ｇ）を用
い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、約２８ｄＢの良好な電波吸収特性を有す
ることを確認した。
【００５２】
［実施例６］
　太平洋セメントのセメント１００重量部（６５０ｇ）に対して、平均粒径３．６ｍｍで
ゆるみ見掛比重０．４３の天然軽石を６４６重量部（４２００ｇ：１５．８容積倍）、電
波吸収材０重量部（０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１０４ｇ）、ポゾリス物産製ポ
リカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２重量部（１３ｇ）、水
６５．７重量部（４２７ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、良好な
電波吸収特性を有することを確認した。
【００５３】
［実施例７］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径３．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．３１の焼成発泡軽石を２３５重量部（２３５０ｇ
：８．５容積倍）、電波吸収材０重量部（０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１６０ｇ
）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２
．１重量部（２１ｇ）、水６８重量部（６８０ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波
吸収体を得て、良好な電波吸収特性を有することを確認した。
【００５４】
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［実施例８］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（９０１ｇ）に対して、平均
粒径１．１７ｍｍでゆるみ見掛比重０．２４の焼成発泡軽石を２３５重量部（２１１７ｇ
：１１．０容積倍）、電波吸収材として平均粒径５．６μｍのフェライト粒子（Ｎｉ－Ｚ
ｎ－Ｃｕ系）２３５重量部（２１１７ｇ）、シリカフューム１６重量部（１４４ｇ）、ポ
ゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを３．６重
量部（３２ｇ）、水１１６重量部（１０４９ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸
収体を得て、２７ｄＢの良好な電波吸収特性を有することを確認した。
【００５５】
［実施例９］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（８０６ｇ）に対して、平均
粒径６．２ｍｍでゆるみ見掛比重０．４３の天然軽石を３７２重量部（３０００ｇ：９．
７容積倍）、電波吸収材として産業廃棄物であるヒタゾル（日立粉末冶金（株）製の平均
粒径１μｍの黒鉛粒子）１８０重量部（１４５０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１２
９ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥ
を１．５重量部（１２ｇ）、水４８重量部（３８８ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で
電波吸収体を得て、良好な電波吸収特性を有することを確認した。
【００５６】
［参考例１］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径１．３ｍｍでゆるみ見掛比重０．４７の焼成発泡軽石を３５３重量部（３５２５ｇ
：８．４容積倍）、電波吸収材０重量部（０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１６０ｇ
）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを５
重量部（５０ｇ）、水１６３重量部（１６３０ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波
吸収体を得て、良好な電波吸収特性を有することを確認した。
【００５７】
［実施例１０］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径１ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９の降下軽石を７０５重量部（７０５０ｇ：１０容
積倍）、電波吸収材０重量部（０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１６０ｇ）、ポゾリ
ス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２．２重量部
（２２ｇ）、水７１重量部（７０８ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得
て、３０ｄＢの良好な電波吸収特性を有することを確認した。また、この電波吸収体の圧
縮強度は２２２ｋｇｆ／ｃｍ２であった。
【００５８】
［参考例２］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（６１７ｇ）に対して、平均
粒径１．０８ｍｍでゆるみ見掛比重０．９４の降下軽石を８７５重量部（５３９８ｇ：１
０．４容積倍）、電波吸収材として平均粒径２．２ｍｍの竹炭粒子１１８重量部（７２５
ｇ）、マイクロシリカ１６重量部（９９ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル系
化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２．３重量部（１４ｇ）、水７３重量部（４５３
ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、良好な電波吸収特性を有するこ
とを確認した。また、この電波吸収体の圧縮強度は１１６ｋｇｆ／ｃｍ２であった。
【００５９】
［参考例３］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（６１１ｇ）に対して、平均
粒径１．０８ｍｍでゆるみ見掛比重０．９４の降下軽石を８７５重量部（５３４８ｇ：１
０．４容積倍）、電波吸収材として平均粒径５．２ｍｍの竹炭粒子１１８重量部（７１８
ｇ）、ホワイトカーボン１６重量部（９８ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エーテル
系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２．６重量部（１６ｇ）、水８４重量部（５１
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５ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、良好な電波吸収特性を有する
ことを確認した。また、この電波吸収体の圧縮強度は１０４ｋｇｆ／ｃｍ２であった。
【００６０】
［実施例１１］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径１０ｍｍでゆるみ見掛比重１．７の桜島溶岩を８７０重量部（８７００ｇ：５．７
容積倍）、電波吸収材として平均粒径５．６μｍのフェライト粒子（Ｎｉ－Ｚｎ－Ｃｕ系
）７０重量部（７００ｇ）、シリカフューム０重量部（０ｇ）、ポゾリス物産製ポリカル
ボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを０重量部（０ｇ）、水３２重量
部（３２０ｇ）を用い、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得て、良好な電波吸収特性
を有することを確認した。また、この電波吸収体の圧縮強度は７５ｋｇｆ／ｃｍ２であっ
た。
【００６１】
［実施例１２］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１６４５ｇ）に対して、平
均粒径０．３ｍｍでゆるみ見掛比重０．８４のシラスを３０４重量部（５０００ｇ：４．
１容積倍）、電波吸収材として平均粒径３６．６μｍのカーボン粒子５３．１重量部（８
７４ｇ）、シリカフューム１６重量部（２６３ｇ）、ポゾリス物産製ポリカルボン酸エー
テル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを１重量部（１７ｇ）、水３２重量部（５３
４ｇ）を用い、１１０ｋｇｆ／ｃｍ２の圧力で、実施例１と同様の方法で電波吸収体を得
て、良好な電波吸収特性を有することを確認した。また、この電波吸収体の圧縮強度は２
２３ｋｇｆ／ｃｍ２であった。
【００６２】
［実施例１３］
　太平洋セメントの普通ポルトランドセメント１００重量部（１０００ｇ）に対して、平
均粒径１ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９の降下軽石を７０５重量部（７０５０ｇ：１０容
積倍）、電波吸収材０重量部（０ｇ）、シリカフューム１６重量部（１６０ｇ）、ポゾリ
ス物産製ポリカルボン酸エーテル系化合物の高性能ＡＥ減水剤ＳＰ８ＨＥを２．２重量部
（２２ｇ）、水７１重量部（７０８ｇ）を用い、この混合材料を、鉄板の上にセットした
幅３０ｃｍの平行な木枠の内側に盛った後、表面を均し、２トンのローラー車で転圧し、
電波吸収体を得て、２０ｄＢの良好な電波吸収特性を有することを確認した。また、この
電波吸収体の圧縮強度は１７５ｋｇｆ／ｃｍ２であった。
【００６３】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、平均粒径０．５ｍｍ～６．２ｍｍでゆるみ見掛比重
０．２４～０．４９の無機発泡軽石と、セメントと、水を主成分とし、必要に応じて電波
吸収材、高性能減水剤、平均粒径０．１～１μｍの非晶質シリカを含ませることができる
電波吸収体用組成物でゆるみ見掛比重に基づく容積倍においてセメントに対して無機発泡
軽石を８．５～１５．８容積倍と、セメント１００重量部に対して水４８～１６３重量部
、電波吸収材を０～２３５重量部、高性能減水剤０～５重量部及び非晶質シリカ０～１６
重量部で配合されていることを特徴とする電波吸収体用組成物を用いた建材用電波吸収体
と、平均粒径０．３～１０ｍｍでゆるみ見掛比重０．７９～１．７の火山噴出物と、セメ
ントと、水を主成分とし、必要に応じて電波吸収材、高性能減水剤、平均粒径０．１～１
μｍの非晶質シリカを含ませることができる電波吸収体用組成物でセメント１００重量部
に対して火山噴出物を３０３～８７４重量部、水３２～８４重量部、電波吸収材を０～１
１８重量部、高性能減水剤０～２．６重量部及び非晶質シリカ０～１６重量部で配合され
ていることを特徴とする電波吸収体用組成物と、それらをゼロスランプ状態にした後、任
意の型枠内に充填し成形し電波吸収体を製造したり、ゼロスランプ状態の材料を施工する
場所に敷き均し、その表面を転圧機を用いて締め固めたりすることで、不燃性に優れ、軽
量で耐久性に優れている電波吸収体を部屋の内壁全面や道路等の路盤に適用することがで
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きる。また、本発明の電波吸収体は、従来のウレタンやゴム等の樹脂系バインダを用いた
電波吸収体に比べ耐熱性があり、耐候性も高いといった利点もある。
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